
 

 

      伊原直人は愛する妻・美雪や息子・春翔と  

ともに幸せな生活を送っていた。しかし突  

然の悲劇が一家を襲い、美雪は帰らぬ人と  

なってしまう。直人の元同僚である映像デ  

ィレクターの倉沢比呂子は、直人の家で庭  

の盛り土に向かって「エロイムエッサイム」  

と奇妙な呪文を繰り返し唱え続ける春翔の  

姿を目撃する。その呪文は「トカゲの  

しっぽからトカゲが生えてくるか？」  

という春翔の他愛ない質問に、直人が冗談で教えたもの  

だった。子どもの純粋な願いは恐ろしい怪異を呼び覚ま  

し、比呂子と直人に襲いかかる。  

期 日：９月１８日（水） 

時 間：午後３時５０分～ 

場 所：PC 室 

 

※参加希望者は９月１３日（金）まで、各クラスの申込用紙に氏名を記入すること。 

 

 

 

      『難問の多い料理店』 結城真一郎著 

      オーナーは、配達員に情報を運ばせることで、どんな難問も華麗に解 

いてしまう。そして、配達員にこう伝えるのだ。「もし口外したら、

命はない」 

『なんで死体がスタジオに！？』 森バジル著 

奮闘する幸良が、本番前に出会ったのは、大御所俳優・勇崎恭吾の死

体だった！生放送まであと 20 分。幸良は特番を乗り切れるのか！？ 

そして、この事件の犯人は？現代バラエティを分析する目線の鋭さ

と、軽妙な会話の面白さ、そしてゴシップの本質を衝く深度はピカイ

チ。一気読みできる超・エンタメ作品です！ 

『 暗殺 』 柴田哲孝著 

元総理が凶弾に倒れ、その場にいた一人の男が捕まった。日本の未来 

を奪った 2発の弾丸。本当に“彼”が、元総理を撃ったのか？ 

日本を震撼させた実際の事件をモチーフに膨大な取材で描く。 

『 魂婚心中 』 芦沢央著 

感情爆発した 社会人女性がとんでもない凶行へと驀進してしまう表題作のほか、こ 

の現実とちょっとだけ異なる世界の謎と関係性の物語、全６篇！ 

『 首木の民 』 誉田哲也著 

大学の客員教授、久和が窃盗と公務執行妨害の容疑で 

逮捕された。運転する車の中から、血の付いた他人の 

財布が発見されたのだ。取調は進まなかった。一方、 

財布の持ち主を捜していた志村署の中田は、フリー 

ライターの菊池に行き着く。菊池は交通事故を探っていたが、その事

故には財務省のある人物が絡んでいた。 

図書館通信 
最上校図書委員会 №１１ ８月27日 

 

 

 

 

夏休み明け、最新刊紹介！ 
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今村翔吾著 羽州ぼろ鳶組シリーズ・くらまし屋稼業シリーズ 

今村翔吾さんは、元ダンス講師という異色の経歴ながら、2017 年のデ

ビュー直後から文学賞を多数受賞し、瞬く間に時の人となった。 

さらにはコメンテーターとして TV・ラジオ番組に出演、書店経営にも乗

り出すなど、その活躍の場は多岐にわたる。 

      最新刊 『海を破る者』 

      なぜ、人と人は争わねばならないのか？ 

日本史上最大の危機である元寇に、没落御家人が御家復興のために立

つ。かつては源頼朝から「源、北条に次ぐ」と言われた伊予の名門・

河野家。しかし、一族の内紛により、いまは見る影もなく没落してい

た。現在の当主・河野通有も一族の惣領の地位を巡り、伯父と争うこ 

とを余儀なくされていた。しかしそんな折、海の向こうから元が侵攻 

してくるという知らせがもたらされる。いまは一族で骨肉の争いに明け暮れている

場合ではない。通有は、ばらばらになった河野家をまとめあげ、元を迎え撃つべく

九州に向かうが。アジア大陸最強の帝国の侵略を退けた立役者・河野通有が対峙す

る一族相克の葛藤と活躍を描く歴史大河小説。 
 

第 166 回直木賞受賞作 『塞翁の楯』 
どんな攻めをも、はね返す石垣。どんな守りをも、打ち破る鉄砲。 

「最強の楯」と「至高の矛」の対決を描く、究極の戦国小説! 

越前・一乗谷城は織田信長に落とされた。幼き匡介(きょうすけ)は 

その際に父母と妹を喪い、逃げる途中に石垣職人の源斎(げんさい)に 

助けられる。匡介は源斎を頭目とする穴太衆(あのうしゅう)(=石垣作りの職人集団)

の飛田屋で育てられ、やがて後継者と目されるようになる。匡介は絶対に破られな

い「最強の楯」である石垣を作れば、戦を無くせると考えていた。両親や妹のよう

な人をこれ以上出したくないと願い、石積みの技を磨き続ける。秀吉が病死し、戦

乱の気配が近づく中、匡介は京極高次(きょうごくたかつぐ)より琵琶湖畔にある大

津城の石垣の改修を任される。 

一方、そこを攻めようとしている毛利元康は、国友衆(くにともしゅう)に鉄砲作りを

依頼した。「至高の矛」たる鉄砲を作って皆に恐怖を植え付けることこそ、戦の抑止

力になると信じる国友衆の次期頭目・彦九郎(げんくろう)は、「飛田屋を叩き潰す」

と宣言する。 

大軍に囲まれ絶体絶命の大津城を舞台に、宿命の対決が幕を開ける――。 

9 月図書館企画 作家特集「今村翔吾」展 

 

 

 

新庄北高最上校図書館９月開放カレンダー 

９月図書館企画 作家特集「今村翔吾」展 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ 

代休 
○3  ○4  

5 6 ７ 

地域貢献日 

８ ９ 

代休 
○10  ○11  

12 13 14 

15 16 

敬老の日 
○17  

18 

映画鑑賞会 

19 

後期生徒会 

20 21 

22 

秋分の日 

23 

振替休日 
○24  ○25  

26 27 

中間試験 

28 

29 30 

中間試験 

     

※○数字の日が開放日です。 

 

 

 


